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即席めん業界のご紹介
即席めんカテゴリーは総需要は年々拡大。業界団体である日本即席食品
工業協会には即席めん製造・販売 等を行う事業者を中心に60社が所属

即席めんカテゴリーの総需要推移 日本即席食品工業協会

単位：百万円

出展：日本即席食品工業協会調べ
出展：日本即席食品工業協会

■会員企業数：60社

・即席めん製造・販売 41社

・関連製品製造等 19社

■主な企業

・日清食品㈱ ・東洋水産㈱

・サンヨー食品㈱ ・エースコック㈱

・明星食品㈱ ・ハウス食品㈱
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全体スケジュール
国交省のアクションプランに沿って、即席めん業界で標準化を推進



ステークホルダーとの連携
「即席めん業界」だけの個別最適にならないよう、関係省庁や加工食品全体
との連携を推進

日本即席食品工業会

物流問題検討会

物流資材の標準化

および運用検討WG(新設)

製配販連携協議会

商流・物流のおける

コード体系標準化WG(新設)

関係省庁

政府省庁との連携

・物流大綱

・官民物流標準化懇談会
・フィジカルインターネット実現会議 ・食品流通合理化検討会

加工食品業界内

他業界との連携業界内での連携



即席めん業界における物流標準化の全体像

１．納品伝票の標準化
• A４版縦の上下1枚伝票

• 共通項目のみ規定

２．外装表示の標準化
• ファーストステップとして必要最低限の
項目のみ

３．外装パレットサイズの標準化
• T11型およびT12型を基本

• 占有率の最大化を目指す

フォーマット合意済み

導入における課題を各社で検討

【項目】 【ステータス】

製造ライン改修等の可能性がある
ので、引き続き「物流問題検討
会」で検討

採用パレットに関して合意済み

導入に関しては各社で検討



『１．納品伝票の標準化』に関して

①導入コスト

・新規プリンタの導入などのコスト

→導入促進のための補助金などの申請

②他の加工食品業界への展開

・即席めん業界のみで標準化しても効果は
限定的

→味の素、キユーピー等の同志企業や業界
と共に加工食品分野の標準化として推進

【課題と解決の方向性】



『２．外装表示標準化』に関して

①導入コスト

・製造ラインの改修などのコスト

→主要社が参加する「物流問題検
討会」で引き続き検討を継続

【課題と解決の方向性】



『３．外装・パレットサイズ』に関して

国交省アクションプランに
則り、T11型とT12型を標
準とし、各社で推進

占有率が最大化できるよ
う、各会員社において検討
を推進

【今後の進め方】


